
 

第２期 遊佐町総合戦略の策定について 

  

１．背景 

 

平成２６年１１月、東京への一極集中を是正し、地方の人口減少に歯止めをかけ、日本

全体の活力を上げることを目的として「まち・ひと・しごと創生法」が制定された。 

 本法に基づき、遊佐町においては、人口の現状と将来の展望を提示する「遊佐町人口ビ

ジョン」及び平成２７年度から令和元年度までの施策の方向を提示する「まち・ひと・し

ごと創生遊佐町総合戦略」を策定し、様々な施策に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１２月２０日に、国では「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年改

訂版）」及び、２０２０年度を初年度とする５か年の第２期「まち・ひと・しごと創生総合

戦略」（以下「総合戦略」という。）が閣議決定された。 

第２期「総合戦略」においては、地方創生の目指すべき将来や今後５か年の目標や施策

の方向性等を策定するとともに、人口減少や東京圏への一極集中がもたらす危機を国と地

方公共団体がしっかりと共有した上で、将来にわたる「活力ある地域社会」の実現と、「東

京圏への一極集中」の是正を共に目指すこととしている。 

 地方においては、まち・ひと・しごと創生法第９条及び第１０条に基づき、国の「総合

戦略」を勘案し、都道府県まち・ひと・しごと創生総合戦略及び市町村まち・ひと・しご

と創生総合戦略（以下「地方版総合戦略」という。）を策定するよう努めなければならない。

地方創生の充実・強化に向けて切れ目ない取り組みを進めることが求められることから、

次期「地方版総合戦略」の策定を進める必要があるとされている。 

 また、国の第２期「総合戦略」では、将来にわたって「活力ある地域社会」の実現と「東

京圏への一極集中」の是正を共に目指すため、第１期の成果と課題等を踏まえて、第１期

の政策体系を見直し、次の４つの基本目標と２つの横断的な目標の元に取り組むこととし

ている。 

○まち・ひと・しごと創生法 抜粋 

（市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

 第１０条第２項 

  市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略は、おおむね次に掲げる事項について定めるものとする。 

 一 市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関する目標 

 二 市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関し、市町村が講ずべき施策に関する基本的方向 

 三 前二号に掲げるもののほか、市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関し、市町村が講ず

べき施策を総合的かつ計画的に実施するために必要な事項 



 

【国の第２期「総合戦略」における基本目標と２つの横断的な目標】 

  基本目標１ 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする 

  基本目標２ 地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる 

  基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

  基本目標４ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる 

  横断的な目標１ 多様な人材の活躍を推進する 

横断的な目標２ 新しい時代の流れを力にする  

 

≪国の第１期「総合戦略」の政策体系の見直し≫ 

横断的な目標の追加 

①多様な人材の活躍を推進する 

  多様な人材が活躍できる環境づくりを積極的に進めるとともに、誰もが居場所と役割

を持ち活躍できる地域社会を目指す。 

②新しい時代の流れを力にする 

  地方における Society5.0 の実現に向けた技術（未来技術）の活用を強力に推進すると

ともに、持続可能な開発目標（SDGs）を原動力とした地方創生を推進する。 

基本目標の見直し 

①基本目標２：「地方とのつながりを築く」観点の追加 

  地域外から地域の祭りに毎年参加し運営にも携わる、副業・兼業で週末に地域の企業・

NPO で働くなど、その地域や地域の人々に多様な形で関わる人々、すなわち「関係人

口」を地域の力にしていくことを目指すなど、地方とのつながりの強化に向けて、地

域に目を向け、地域とつながる人や起業を増大させることを目指す。 

②基本目標１、４：「ひとが集う、魅力を育む」観点の追加 

  稼げる地域をつくり、賃金ややりがいの面で魅力的なしごとの場を地方に創出すると

ともに、地域における所得の向上を実現する。また、質の高い暮らしのためのまちの

機能の充実に取り組む。 

 多様なアプローチの推進 

  地域が抱える課題、事情は様々であることを踏まえ、従来の「しごと」起点のアプロ

ーチに加え、地域の特性に応じて、「ひと」起点、「まち」起点という様々なアプロー

チを柔軟に行い、まち・ひと・しごとの好循環をつくり出していく。 

 

町では計画期間の最終年度となる今年度において、更なる地方創生の取組を継続・発

展させていくため、第 1 期「遊佐町総合戦略」の取組の実施状況について検証を行う。

次期総合戦略の策定にあたっては、国の基本目標や政策体系の見直しを参考にしつつ、

町の取組みの実情を踏まえながら、人口、経済、地域社会の課題に継続的に取り組んで

いく。 



２．第２期総合戦略策定の方針について 

 

当初計画では、第２期「遊佐町総合戦略」を令和元年度中に策定するとしていたが、

昨年１２月に閣議決定された、国の第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び山

形県の総合戦略（第４次山形県総合発展計画）を勘案して策定しなければならないこと

から、今年度内の完成が見込めないため、第１期総合戦略の計画期間を１年間延長する。 

 

○地方版総合戦略等の進捗状況等に関するＱ&Ａ より抜粋 

（2019.3.27 第 1 期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に関する検証会資料） 

   

 

 

 

 

 

 

３．策定に向けた考え方について 

 

○主な施策について 

  ・第１期総合戦略に掲げている施策を基本とする。 

○人口の将来展望について 

  ・「遊佐町人口ビジョン」で示した、２０６０年に８千人という将来人口の展望は、国

の長期ビジョン、県の人口ビジョンを参考にしながら、次期計画の策定作業を進め

る中で改めて検討する。 

  ・検討にあたっては、２０１５年国勢調査を受けた内容での時点修正を基本とする。 

○延長する期間の数値目標・KPI の設定について 

・基本的には第 1 期総合戦略の方向性を引継ぎつつ、期間延長分の目標を設定する。 

  ・現時点で、各課より令和２年度から６年度までの次期計画案（対象事業、指標項目、

数値目標）が提出されていることから、延長する令和２年度については、この次期

計画案に基づき事業を実施し、年度末にその進捗状況の整理・分析を行う。 

 ○第２期総合戦略の計画期間について 

   ・国の計画期間に合わせるため、令和３年度を初年度とする６年度までの４カ年の計

画とする。 

 

 

 

 

まち・ひと・しごと創生については、国と地方が一体となり、中長期的視点に立っ

て取り組む必要があるため、地方版総合戦略の計画期間は、可能な限り、国の次期「総

合戦略」の計画期間に合わせていただきたいと考えていますが、地方創生の取組の基

本的な計画である地方版総合戦略に切れ目が生じないのであれば、各地方公共団体の

実情に応じた計画期間を策定することも、やむを得ないものと考えています。 
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